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第１４１１号

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
が
今
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
町
田
市
で
は
交
通
事
故

を
な
く
す
た
め
、
町
田
市
・
町
田
警
察
署
・
町
田
交
通
安
全
協
会
・
町
田
地

域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
・
町
内
会
自
治
会
連
合
会
な
ど
の
関
係

機
関
・
団
体
が
協
力
し
て
、
次
の
四
点
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
上
半
期
に
お
け
る
町
田
市
内
の
交
通
事
故
状
況
は
、
人
身
・
物
件

事
故
と
も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
更
に
減
少
さ
せ
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【

推

進

重

点

】

一
、
二
輪
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止

　

市
内
の
自
動
二
輪
・
原
動
機
付
自
転

車
を
当
事
者
と
す
る
上
半
期
の
交
通
人

身
事
故
は
４
９
５
件
発
生
し
、
全
発
生

件
数
の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
負

３４

傷
者
は
４
３
９
人
で
、
そ
の
内
１
人
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
輪
車

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
安
全
走
行
と
し

て
、
①
一
時
停
止
と
徐
行
②
安
全
な
速

度
と
車
線
を
守
っ
た
安
全
走
行
③
交
差

点
内
の
右
折
車
両
に
注
意
し
た
走
行
④

カ
ー
ブ
手
前
で
の
減
速
、
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

二
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

高
齢
者
の
方
を
当
事
者
と
す
る
交
通

人
身
事
故
は
２
８
４
件
発
生
し
、
全
発

生
件
数
の
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

１８

　

横
断
禁
止
場
所
の
横
断
や
、
車
の
直

前
直
後
の
横
断
は
大
変
危
険
で
す
か
ら

近
く
の
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
は
余
裕

を
持
っ
て
渡
り
、
信
号
が
点
滅
し
た
ら

次
の
信
号
ま
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

三
、
夕
暮
れ
ど
き
の
交
通
事
故
防
止

　

市
内
で
は
午
後
４
時
〜
６
時
に
２
３

０
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

夕
暮
れ
ど
き
の
事
故
防
止
の
た
め
、

車
両
等
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
前
照
灯
を
早

め
に
点
灯
す
る
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
オ

ン
運
動
」
を
実
践
し
て
下
さ
い
。
ま
た

歩
行
者
・
自
転
車
の
方
は
、
車
両
か
ら

目
立
つ
よ
う
に
明
る
い
色
の
服
や
反
射

材
を
着
用
し
て
下
さ
い
。

四
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

　

時
速　
　

で
衝
突
す
る
と
体
重
の

４０
km

約　

倍
も
の
力
が
加
わ
り
ま
す
。
運
転

３０
席
・
助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
、
後
部
座
席

で
も
正
し
く
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
、
自
分
の
命
や
大
切
な
人
の
命
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は

乳
児
・
幼
児
・
学
童
用
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
年
齢
・
体
格
に
合
っ
た
も
の

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

□問
 

交
通
安
全
課
11
７
２
４
・
１
１
３
６
、

町
田
警
察
署
11
７
２
２
・
０
１
１
０

　
 
黄
檗
宗 
と
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て

お
う
ば
く
し
ゅ
う

新
た
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
禅
宗
の
一
派

で
す
。
中
国
僧
・ 
隠  
元 

い
ん 
げ
ん 
隆 
�
は
承
応
３

り
ゅ
う

年
（
１
６
５
４
）
に
来
日
、
寛
文
元
年

（
１
６
６
１
）
に
は
京
都
の
宇
治
に

 
萬  
福  
寺 
を
建
て
、
日
本
の
黄
檗
宗
の
拠

ま
ん 
ぷ
く 

じ

点
と
し
ま
し
た
。
黄
檗
宗
の
伝
来
は
、

江
戸
時
代
の
日
本
が
最
新
の
中
国
文
化

を
受
容
す
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
美

術
の
分
野
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

西
洋
画
法
を
と
り
い
れ
た
写
実
的
な
描

写
ス
タ
イ
ル
や
、
赤
、
青
、
緑
な
ど
の

濃
厚
な
彩
色
を
ほ
ど
こ
し
た
肖
像
画
や

羅
漢
図
は
、
江
戸
の
絵
画
様
式
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

版
画
の
歴
史
の
上
で
も
、
黄
檗
美
術

の
重
要
性
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
黄
檗
宗

に
関
わ
り
を
持
つ
人
々
は
、 
詩  
箋 
と
呼

し 

せ
ん

ば
れ
る
中
国
か
ら
舶
載
さ
れ
た
絵
入
り

の
便
箋
を
さ
か
ん
に
使
用
し
て
い
ま
し

た
。
詩
箋
に
は
花
鳥
や
山
水
が
木
版
で

摺
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
用

い
ら
れ
る
多
色
摺
り
技
法
は
、
わ
が
国

の
色
鮮
や
か
な
浮
世
絵
版
画
の
源
流
と

し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
部
「
黄
檗
美
術
と
詩
箋
」

　

黄
檗
僧
に
よ
っ
て
舶
載
さ
れ
た
詩
箋

に
重
き
を
お
き
、
萬
福
寺
を
は
じ
め
と

す
る
黄
檗
宗
寺
院
、
曹
洞
宗
寺
院
で
す

が
や
は
り
中
国
僧
の
建
立
で
あ
る
水
戸

市
の 
祇  
園  
寺 
な
ど
の
所
蔵
作
品
を
紹
介

ぎ 

お
ん 

じ

し
ま
す
。

　

第
２
部
「
当
館
収
蔵　

江
戸
時
代
の

浮
世
絵
」

　

当
館
で
は
１
９
８
７
年
の
開
館
以

来
、
浮
世
絵
を
継
続
的
に
収
集
し
て
き

ま
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
心
は
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
の
作
品
で

す
。
そ
の
う
ち
江
戸
期
の
浮
世
絵
に

は
、 
葛  
飾  
北  
斎 
、
三
代 
歌  
川  
豊  
国 
、

か
つ 
し
か 
ほ
く 
さ
い 

う
た 
が
わ 
と
よ 
く
に

 
歌  
川 

う
た 
が
わ 
国  
芳 
、 
月  
岡  
芳  
年 
ら
の
優
れ
た
シ

く
に 

よ
し 

つ
き 
お
か 
よ
し 
と
し

リ
ー
ズ
作
品
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
浮
世
絵
か
ら
約
２
０
０
点
を
選

び
、
江
戸
の
粋
の
世
界
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
会
期
中
、
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

◇

○
会
場　

同
館
企
画
展
示
室
１
・
２

○
会
期　
　

月
２
日
（
土
）
〜　

月

１０

１１

　

日
（
祝
）
月
曜
休
館　

た
だ
し
、　

２３

１０

月　

日
（
祝
）
は
開
館
、　

日
（
火
）

１１

１２

は
休
館

○
観
覧
料　

一
般
６
０
０
円
、
大
学
・

高
校
生
４
０
０
円
、　

歳
以
上
の
方

６５

３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
無
料

※
初
日
（　

月
２
日
）
、
文
化
の
日

１０

（　

月
３
日
）
は
無
料
。

１１

演
題
「
鎮
魂
の
か
た
ち
」

講
演
者　
 
三  
橋  
國  
民 
氏
（
造
形
作
家
・

み
つ 
は
し 
く
に 
た
み

町
田
市
在
住
）

　

芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
、
人
の
生
き
る

上
で
の
芸
術
の
必
要
性
、　

歳
を
超
え

８４

て
な
お
創
作
意
欲
の
旺
盛
な
源
泉
は
何

か
を
知
る
こ
と
は
、
聞
く
者
に
と
っ
て

今
後
の
人
生
に
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
で

し
ょ
う
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
３
時

１０

１６

開
演
（
午
後
２
時　

分
開
場
）

３０

○
会
場　

同
館
講
堂
（
入
場
無
料
）

○
定
員　

２
０
０
人
（
抽
選
）

　

鶴
見
川
は
町
田
市
上
小
山
田
を
源
と

し
、
横
浜
市
鶴
見
区
生
麦
で
東
京
湾
へ

と
注
ぐ
全
長　

・
５　

の
一
級
河
川
で

４２

km

す
。

　

同
流
域
は
、
昭
和　

年
代
か
ら
の
急

４０

速
な
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
、
浸
水
被

害
な
ど
が
頻
発
し
、
水
を
取
り
ま
く
環

境
は
悪
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
代
か
ら
は
総
合
治
水
が
全

５０

国
に
先
駆
け
て
始
め
ら
れ
、
強
力
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の

中
で
さ
ら
な
る
安
全
、
安
心
、
自
然
と

の
共
存
、
都
市
･
地
域
の
再
生
な
ど
、

水
循
環
に
関
わ
る
新
た
な
課
題
が
顕
在

化
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
流
域
の
視

野
で
新
し
い
枠
組
み
と
多
様
な
連
携
･

協
働
の
も
と
に
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
河
川
管
理
者
と
流
域
自
治

体
に
よ
り
、
鶴
見
川
流
域
に
お
け
る
水

循
環
系
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
河
川

の
水
循
環
の
改
善
、
緑
地
等
自
然
環
境

の
保
全
、
水
と
の
ふ
れ
あ
い
促
進
、
防

災
･
減
災
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
流
域

再
生
と
い
う
視
点
か
ら
取
り
組
む
「
鶴

見
川
流
域
水
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
８
月　

日
、
神
奈
川

２８

県
民
共
済
み
ら
い
ホ
ー
ル
で
「
鶴
見
川

流
域
水
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
推
進
宣
言
式

典
」
（
鶴
見
川
流
域
サ
ミ
ッ
ト
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
神
奈
川
県
知
事
、
東
京

都
知
事
（
代
理
）
、
横
浜
市
長
、
川
崎

市
長
、
町
田
市
長
と
い
う
流
域
各
自
治

体
首
長
が
一
同
に
会
し
、
今
後
の
推
進

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
推
進
宣
言
書
に
調
印
し
ま
し

た
。

　

寺
田
市
長
は
、
神
奈
川
県
民
や
自
治

体
と
連
携
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
流

域
内
観
光
発
展
の
未
来
に
つ
い
て
述
べ

た
ほ
か
、
鶴
見
川
の
源
流
域
と
し
て
貴

重
な
保
水
機
能
を
も
つ
町
田
市
の
北
部

丘
陵
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

町
田
市
は
鶴
見
川
流
域
と
境
川

流
域
に
属
し
て
い
ま
す
が
、
同
プ

ラ
ン
の
考
え
方
を
今
後
の
水
行
政

に
反
映
さ
せ
て
行
き
ま
す
。

　

同
プ
ラ
ン
は
図
書
館
、
市
政
情

報
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

国
土
交
通
省
京
浜
河
川
事
務
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

k
e
ih
in
.k
tr
.m
lit.g
o
.jp
/
in

d
e
x
_
to
p
.h
tm
l

）
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

□問
 

下
水
道
総
務
課
11
７
２
０
・
１

８
１
１

演
奏
者　
 
婢  
弥  
鼓 
（
女
流
和
太
鼓
）

ひ 

み 

こ

　

和
太
鼓
の
勇
壮
な
響
き
に
女
性
な
ら

で
は
の
華
や
か
さ
を
加
え
独
自
の
世
界

を
創
造
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
６
時

１０

１６

開
演
（
午
後
５
時　

分
開
場
）

４５

○
会
場　

同
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

（
入
場
無
料
）

○
定
員　

２
５
０
人
（
抽
選
）

◇

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
ト
ー

ク
シ
ョ
ウ
」
ま
た
は
「
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
同
時
記
入
可
）
・
希
望
人
数
（
２
人

ま
で
）
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月　

日
３０

ま
で
（
必
着
）
に
国
際
版
画
美
術
館
ま

つ
り
担
当
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町

１９４

田
４－

　

－

１
、
11
７
２
６
・
２
８
８

２８

９
）
へ
。

　

今
年
も
芸
術
を
通
し
て
人
々
の
交
流

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
際

版
画
美
術
館
と
同
館
友
の
会
が
共
催
し

て
お
こ
な
い
ま
す
。

【
同
時
開
催　

版
画
い
ろ
い
ろ
＋
小
特

集
「
フ
ロ
ー
ラ
の
神
殿
」
】

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー

ク
】

　
　

世
紀
初
頭
に
つ
く
ら
れ
た
手
の
こ

１９
ん
だ
多
色
刷
銅
版
画
に
よ
る
、
美
し
い

花
々
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

○
会
場　

同
館
常
設
展
示
室

○
会
期　

９
月　

日
（
土
）
〜　

月　

２５

１２

２３

日
（
祝
）　

○
観
覧
料　

無
料

○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
、　

月
３

１０

１１

１１

日
（
祝
）
、
７
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら

～おもいやり
人に車に　

この街に～

ゆ
う
ゆ
う
コ
ン
サ
ー
ト

ゆ
う
ゆ
う
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ

 詩  箋 （
し せん

 祇  園  寺 所蔵）
ぎ おん じ


